
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
碑
文 

右
側
】 

曽 

根 

崎 

川 

跡 

曽
根
崎
川
は
か
つ
て
堂
島
川
か
ら
分
か
れ
て 

こ
こ
か
ら
少
し
南
寄
り
の
と
こ
ろ
を
東
西
に 

流
れ 

俗
に
蜆
川
（
し
じ
み
）
と
も
い 

わ
れ
て
い
た 

元
禄
年
間
に
河
村
瑞
軒
が
こ 

の
川
を
改
修
し
て
か
ら
堂
島
新
地
・
曽
根
崎 

新
地
が
開
か
れ
た 

そ
の
こ
ろ
の
新
地
の
茶
屋
は
蔵
屋
敷
や
商
家 

の
人
々
の
つ
ど
う
と
こ
ろ
と
し
て
親
し
ま
れ 

こ
の
あ
た
り
か
ら
は
北
野
や
中
津
の
田
畑
越 

し
に
北
摂
の
山
々
が
遠
望
で
き
夏
の
夕
べ
に 

は
涼
み
舟
が
こ
の
川
か
ら
こ
ぎ
出
た
と
い
う 

近
松
門
在
衛
門
の
作
品
に
は
堂
島
新
地
・
曽 

根
崎
新
地
を
舞
台
に
し
た
も
の
が
あ
り 

な 

か
で
も
「
心
中
天
の
網
島
」(

一
七
二
〇
の
作) 

 

の
一
節
名
残
の
橋
づ
く
し
に
は
当
時
曽
根
崎 

川
に
か
け
ら
れ
て
い
た
難
波
小
橋
・
蜆
橋
・ 

桜
橋
・
緑
橋
・
梅
田
橋
の
名
が
た
く
み
に
と 

り
い
れ
ら
れ
て
い
る 

し
か
し
こ
の
曽
根
崎
川
も
明
治
四
十
二
年
（ 

一
九
〇
九
）
の
北
の
大
火
後
に
上
流
部 

つ 

い
で
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
は
下
流 

部
が
埋
立
て
ら
れ 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四 

五
）
の
戦
災
で
こ
の
あ
た
り
一
帯
は
焼
失
し 

た
が 

今
日
で
は
北
の
新
地
と
し
て
に
ぎ
わ 

い
を
と
り
も
ど
し
て
い
る 

 

昭
和
五
十
一
年
春 

大
阪
市 

 

（
所
在
地
）
北
区
曾
根
崎
新
地
一
丁
目
五 

史
跡

し

せ

き 

曽 そ 

根 ね 

崎 ざ
き 

川 が
わ 

跡 あ
と 

 

江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
淀
川
河
口
部
に
は
九

条
島
が
流
れ
を
遮
る
位
置
に
あ
り 

 

洪
水
が
た
び
た
び
起
こ
り
、
ま
た
土
砂
堆
積
に

よ
り
舟
運
に
も
不
便
を
き
た
す 

こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
貞
享
元
年
（
一

六
八
四
）
幕
府
の
命
に
よ
り
、 

河
村
瑞
賢
が
水
路
を
開
削
し
、
安
治
川
と
名
付

け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
周
辺
に 

富
島
や
古
川
の
新
地
開
発
が
進
め
ら
れ
、
元
禄

十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
完
成 

し
た
。
安
治
川
橋
は
こ
の
新
地
の
開
発
に
伴
い

初
め
て
架
設
さ
れ
た
。 

 

江
戸
時
代
末
期
、
幕
府
は
開
国
に
備
え
、
こ
の

地
を
外
国
人
居
留
地
と
し
て
、 

準
備
を
進
め
、
明
治
新
政
府
に
よ
っ
て
明
治
元

年
（
一
八
六
八
）
大
阪
開
港
と 

と
も
に
外
国
人
に
競
売
さ
れ
た
。
居
留
地
に

は
、
洋
館
や
舗
装
道
路
が
造
ら
れ 

大
阪
の
文
明
開
化
の
拠
点
と
な
っ
た
。 
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（1716～1735）      平成十四年作成 

（地図） 
 

 

 

『増補大坂図』（1765）より 

 

 

曽
根
崎
川
（
蜆
川
）
は
西
側
は
福
島
川
と

も
呼
ば
れ
た
。
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）

の
「
北
の
大
火
」
は
、
現
在
の
下
福
島
公
園

あ
た
り
ま
で
焼
き
つ
く
し
、
五
百
羅
漢

ら

か

ん

で
有

名
な
妙

み
ょ
う

徳
寺

と

く

じ

も
被
災

ひ

さ

い

し
た
。
こ
の
大
火
で

発
生
し
た
多
く
の
が
れ
き
で
曽
根
崎
川
上

流
が
埋 う

め
立
て
ら
れ
、
下
流
部
も
大
正
末
ま

で
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
碑
の
隣
に

「
蜆
橋
の
碑
」
が
あ
る
。 

現
在
の
メ
リ
ヤ
ス
会
館
・
関
電
病
院
の
北

側
の
道
路
が
、
も
と
の
曽
根
崎
川
の
流
れ
で

あ
る
。 


